
何
処（
ど
こ
）。「
く
ま
ー
ま
ー
や
が（
こ
こ
は
ど
こ
な

の
）」「
う
ん
じ
ゅ
ぬ　
や
ー
や　
ま
ー　
や
い
び
ー
が

（
あ
な
た
の
家
は
ど
こ
で
す
か
）」。

監
修　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会　
☎
８
６
１・１
９
０
９

博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

金
武
家
資
料
展

　

金
武
家
は
「
金
武
殿ど

ぅ
ん
ち内

」
と
呼
ば
れ
る
首
里
の

上
級
士
族
の
家
柄
で
す
。
金
武
家
出
身
の
金
武
良

仁
・
良
章
親
子
は
と
も
に
琉
球
古
典
芸
能
「
組

踊
」
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

良
仁
は
王
国
時
代
の
冊
封
行
事
「
御う

か
ん
し
ん

冠
船
踊
」

に
参
加
し
た
安あ

む
ろ
ぺ
ー
ち
ん
ち
ょ
う
じ

室
親
雲
上
朝
持
に
師
事
し
て
歌
三

線
を
学
び
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
品
位
あ
る
芸
風

か
ら
「
歌
聖
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
尚
家
と
も
交

流
が
深
く
、
尚
典
や
尚
昌
、
尚
順
ら
の
音
楽
指
導

係
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

息
子
で
あ
る
良
章
は
、
良
仁
か
ら
受
け
継
い
だ

組
踊
の
研
究
と
継
承
に
戦
前
戦
後
を
通
し
て
取
り

組
み
、
芸
能
公
演
や
研
究
会
を
通
じ
た
古
典
芸
能

の
普
及
や
後
継
者
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
尚
順
か
ら
良
仁
へ
贈
ら

れ
た
幻
の
名
器
「
壱い

ち
く
く
う石

」
を
は
じ
め
、
良
章
が
舞

台
で
使
用
し
た
紅
型
衣
裳
な
ど
、
市
に
寄
贈
さ
れ

た
金
武
家
伝
来
品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

期 

１
月
８
日（
火
）
～
３
月
18
日（
月
）

国
宝
尚
家
資
料
１
月
の
特
別
展
示

「
松
竹
梅
の
紅
型
衣
裳
」

期 

１
月
８
日（
火
）
～
１
月
30
日（
水
）

　

も
ち
つ
き
体
験
と
と
も
に
、
お
い
し
い
つ
き
た
て

の
お
も
ち
が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

（
主
催
▼
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
友
の
会

協
力
▼
壺
屋
町
民
会
自
治
会
、
壺
屋
児
童
館
）

日 

１
月
５
日（
土
）10
時
30
分
～　
費 

無
料　
申 

不
要

場 

博
物
館
玄
関
前
広
場

廣
木
こ
う
い
ち
作
陶
展

　

廣
木
こ
う
い
ち
氏
は
１
９
５
４
年
生
の
福
島
県
出

身
で
す
。
20
代
で
初
め
て
来
沖
し
た
時
に
、
沖
縄
の

ヤ
チ
ム
ン（
焼
物
）の
登
り
窯
の
火
に
魅
せ
ら
れ
て
陶

工
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
壺
屋
を
含
む
県
内
の
様
々
な
地
域
の
工
房

で
働
き
、
ロ
ク
ロ
や
盛
り
付
け
の
技
術
な
ど
を
習
得

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
は
南
城
市
玉
城
を
拠
点
に
作

陶
を
行
い
、
独
自
の
作
風
で
日
用
雑
器
を
作
り
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
日
用
雑
器
に
限
ら

ず
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
廣

木
こ
う
い
ち
氏
の
新
た
な
世

界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
主
催
▼
廣
木
こ
う
い
ち
）

期 

１
月
８
日（
火
）
～
13
日（
日
）

場 

３
階
企
画
展
示
室　
費 
無
料

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

　

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　

学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示
の
解

説
を
い
た
し
ま
す
。
１
月
は
「
琉
球
王
国
時
代
の

『
陶
工
』」
と
題
し
、
琉
球
王
国
時
代
の
「
陶
工
」
に

つ
い
て
、
同
時
代
に
製
作
さ
れ
た
焼
物
を
見
な
が
ら

解
説
し
ま
す
。

日 

1
月
20
日（
日
）10
時
～
※
１
時
間
程
度

費 

常
設
展
の
観
覧
料（
大
学
生
以
下
無
料
）

申 

不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

壺
屋
こ
ど
も
園
シ
ー
サ
ー
展

　

壺
屋
こ
ど
も
園
の
親
子
が
作
っ
た
焼
物
シ
ー

サ
ー
の
作
品
展
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催
▼
那
覇
市
立
壺
屋
こ
ど
も
園
）

期 

１
月
23
日（
水
）
～
27
日（
日
）

場 

３
階
企
画
展
示
室　
費 

無
料

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時　
木
曜
休
館	

観
覧
料　
一般	

３
５
０
円（
大
学
生
以
下	

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６  

FAX 

８
６
９・５
２
６
７

開
館
時
間
10
時
～
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館	

※
た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料　
一般	

３
５
０
円（
大
学
生
以
下	

無
料
）

☎
８
６
２・３
７
６
１  

FAX 

８
６
２・３
７
６
２

壱石

黄色地鶴松竹梅
紅葉文様紅型

平絹袷衣裳（胴衣）

なはのホットな話題は市FacebookやLINE＠で

なは市民協働大学院2018
成果発表会

「那覇市新文化芸術発信拠点
施設」建設工事安全祈願祭第34回NAHAマラソン

12
8

12
3

12
2

第
19
回
新
春
も
ち
つ
き
大
会

ま　

ー

　なは市民協働大学院の修了式をなは市民協働プ
ラザで行いました。
　今期の受講生は 38 人。フィールドは曙小学校
区。6チームに分かれ、「曙地域の移動困難者がよ
り社会と関わりを持つにはどうすればよいか」「企
業を巻き込んだまちづくりをするにはどうすれば
よいか」などユニークな課題に取り組みました。
　修了生の兼次美加さんは「地域の方々がお互い
に支え合い生活していくことが、本来あるべき姿
なのかなと思いました。また、より那覇が身近に
感じられて、好きになりました」と挨拶しました。

　久茂地小学校跡地の「那覇市新文化芸術発信拠
点施設」の建設現場で、安全祈願祭を行いました。
　安全祈願祭には、建設工事の関係者をはじめ、
発注者である那覇市長や市議会議員のみなさんな
どが参加し、工事の安全を祈願しました。
　城間市長は「事業開始から 6年、このたび本工
事に着手することができますのも、ひとえに、地
域のみなさまをはじめとする関係者のみなさまの
ご理解とご協力のたまものであると、深く感謝申
し上げます」と挨拶しました。
　本施設は、2021年3月の完成を目指しています。

　午前9時、城間市長と今年のゲストスターター
であるプロゴルファー新垣比菜さんの万国津梁の
鐘の音を合図に、25,045人のジョガーが一斉に
スタートし、南部5市町にわたる42.195kmを駆
け抜けました。
　スタートから2時間25分46秒、仲間孝大選手が
トップでゴールすると、午後3時15分の制限時間
までに15,067人がゴール。完走率は60.16％でし
た。多くの応援やボランティアのみなさま、交通
規制にご協力いただいたみなさま、ありがとうご
ざいました。

82019年（平成 31年）1月


